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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月30日(2011.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおける端末の使用可能電力情報を送信する方法であって、
　前記端末が割り当てられたアップリンク送信リソースを有している場合に、経路損失の
変化量が所定の基準値を超過するか否かを判定するステップと、
　前記経路損失の変化量が前記基準値を超過する場合に、使用可能電力情報を含むアップ
リンクデータパケットを生成し、前記割り当てられたアップリンク送信リソースを使用し
て前記アップリンクデータパケットを送信するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記アップリンクデータパケットは、
　上位レイヤーから提供されたアップリンクデータを前記使用可能電力情報と多重化する
ことにより生成されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記使用可能電力情報は、下記の数式のように求められることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
　ＰｏｗｅｒＨｅａｄｒｏｏｍ＝１０１ｏｇ１０（ＰＭＡＸ）－１０ｌｏｇ１０（ＰＲＥ

ＱＵＩＲＥＤ）
　ＰＲＥＱＵＩＲＥＤ＝１０ ｌｏｇ ｎ＋Ｐｏ＋α×ＰＬ＋ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓ＋ｆ（ｄ
ｅｌｔａ＿ｉ）
　ここで、ＰＭＡＸは、前記端末の最大送信出力であり、Ｐｏ及びαは、前記端末に格納
されているか又は呼設定過程で基地局によりシグナリングされる正の実数であり、ＰＬは
、前記端末が測定する前記経路損失であり、ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓは、変調符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベル別に予め定められた任意の整数値であり、ｆ（ｄｅｌｔａ＿ｉ）は、前記端
末が現在の時点まで命令を受けたアップリンク送信出力に対する調整命令を所定の関数ｆ
（）に入力することにより得られる値である。
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【請求項４】
　移動通信システムにおいて使用可能電力情報を送信する端末装置であって、
　端末が割り当てられたアップリンク送信リソースを有している場合に、経路損失の変化
量が所定の基準値を超過するか否かを判定し、前記経路損失の変化量が前記基準値を超過
する場合に、使用可能電力情報を取得する制御部と、
　前記取得された使用可能電力情報を含むアップリンクデータパケットを生成する多重化
部と、
　前記割り当てられたアップリンク送信リソースを使用して前記アップリンクパケットデ
ータを送信する送受信部とを含むことを特徴とする端末装置。
【請求項５】
　前記アップリンクデータパケットは、
　上位レイヤーから提供されたアップリンクデータを前記使用可能電力情報と多重化する
ことにより生成されることを特徴とする請求項４に記載の端末装置。
【請求項６】
　前記使用可能電力情報は、下記の数式のように求められることを特徴とする請求項４に
記載の端末装置。
　ＰｏｗｅｒＨｅａｄｒｏｏｍ＝１０１ｏｇ１０（ＰＭＡＸ）－１０ｌｏｇ１０（ＰＲＥ

ＱＵＩＲＥＤ）
　ＰＲＥＱＵＩＲＥＤ＝１０ ｌｏｇ ｎ＋Ｐｏ＋α×ＰＬ＋ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓ＋ｆ（ｄ
ｅｌｔａ＿ｉ）
　ここで、ＰＭＡＸは、前記端末の最大送信出力であり、Ｐｏ及びαは、前記端末に格納
されているか又は呼設定過程で基地局によりシグナリングされる正の実数であり、ＰＬは
、前記端末が測定する前記経路損失であり、ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓは、変調符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベル別に予め定められた任意の整数値であり、ｆ（ｄｅｌｔａ＿ｉ）は、前記端
末が現在の時点まで命令を受けたアップリンク送信出力に対する調整命令を所定の関数ｆ
（）に入力することにより得られる値である。
【請求項７】
　移動通信システムにおける基地局が端末の使用可能電力情報を受信する方法であって、
　端末の使用可能電力情報を受信するステップと、
　前記使用可能電力情報に基づいて端末へのアップリンク送信リソースの割り当てを実行
するステップとを有し、
　前記使用可能電力情報は、アップリンクデータパケットに含まれて受信され、
　前記アップリンクデータパケットは、
　前記端末が割り当てられたアップリンク送信リソースを有している場合に、経路損失の
変化量が所定の基準値を超過するか否かを判定し、前記経路損失の変化量が前記基準値を
超過すると決定した場合に生成されることを含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記アップリンクデータパケットは、
　上位レイヤーから提供されたアップリンクデータを前記使用可能電力情報と多重化する
ことにより生成されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記使用可能電力情報は、下記の数式のように求められることを特徴とする請求項７に
記載の方法。
　ＰｏｗｅｒＨｅａｄｒｏｏｍ＝１０１ｏｇ１０（ＰＭＡＸ）－１０ｌｏｇ１０（ＰＲＥ

ＱＵＩＲＥＤ）
　ＰＲＥＱＵＩＲＥＤ＝１０ ｌｏｇ ｎ＋Ｐｏ＋α×ＰＬ＋ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓ＋ｆ（ｄ
ｅｌｔａ＿ｉ）
　ここで、ＰＭＡＸは、前記端末の最大送信出力であり、Ｐｏ及びαは、前記端末に格納
されているか又は呼設定過程で基地局によりシグナリングされる正の実数であり、ＰＬは
、前記端末が測定する前記経路損失であり、ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓは、変調符号化方式（Ｍ
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ＣＳ）レベル別に予め定められた任意の整数値であり、ｆ（ｄｅｌｔａ＿ｉ）は、前記端
末が現在の時点まで命令を受けたアップリンク送信出力に対する調整命令を所定の関数ｆ
（）に入力することにより得られる値である。
【請求項１０】
　移動通信システムにおいて使用可能電力情報を受信する基地局装置であって、
　端末の使用可能電力情報を受信する受信器と、
　前記使用可能電力情報に基づいて端末へのアップリンク送信リソースの割り当てを実行
する制御器とを有し、
　前記使用可能電力情報は、アップリンクデータパケットに含まれて受信され、
　前記アップリンクデータパケットは、
　前記端末が割り当てられたアップリンク送信リソースを有している場合に、経路損失の
変化量が所定の基準値を超過するか否かを判定し、前記経路損失の変化量が前記基準値を
超過すると決定した場合に生成されることを含むことを特徴とする基地局装置。
【請求項１１】
　前記アップリンクデータパケットは、
　上位レイヤーから提供されたアップリンクデータを前記使用可能電力情報と多重化する
ことにより生成されることを特徴とする請求項１０に記載の基地局装置。
【請求項１２】
　前記使用可能電力情報は、下記の数式のように求められることを特徴とする請求項１０
に記載の基地局装置。
　ＰｏｗｅｒＨｅａｄｒｏｏｍ＝１０１ｏｇ１０（ＰＭＡＸ）－１０ｌｏｇ１０（ＰＲＥ

ＱＵＩＲＥＤ）
　ＰＲＥＱＵＩＲＥＤ＝１０ ｌｏｇ ｎ＋Ｐｏ＋α×ＰＬ＋ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓ＋ｆ（ｄ
ｅｌｔａ＿ｉ）
　ここで、ＰＭＡＸは、前記端末の最大送信出力であり、Ｐｏ及びαは、前記端末に格納
されているか又は呼設定過程で基地局によりシグナリングされる正の実数であり、ＰＬは
、前記端末が測定する前記経路損失であり、ｄｅｌｔａ＿ｍｃｓは、変調符号化方式（Ｍ
ＣＳ）レベル別に予め定められた任意の整数値であり、ｆ（ｄｅｌｔａ＿ｉ）は、前記端
末が現在の時点まで命令を受けたアップリンク送信出力に対する調整命令を所定の関数ｆ
（）に入力することにより得られる値である。
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